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余
は
今
よ
う
十
二
年
前
、
初
め
て
心
理
學
な
る
も
の
を
毎
週
二
時
間
つ
つ
一
ケ
年
敏
つ
だ
ゆ
其

の
心
理
學
は
今
か
ら
考
へ
る
と
普
蓮
心
理
學
で
あ
っ
π
檬
に
思
ふ
が
、
當
時
自
然
現
象
の
み
を
、
主

と
し
て
實
鹸
と
観
察
と
に
よ
蚤
て
研
究
し
て
八
つ
π
私
に
は
、
心
理
學
は
極
め
て
不
確
實
な
學
問

と
し
か
思
は
れ
な
か
っ
た
。
然
る
に
其
後
實
験
心
理
學
の
講
義
を
聴
く
に
及
ん
で
心
理
綿
に
甥

す
る
考
は
一
世
し
か
。
此
の
心
理
學
で
は
、
各
種
の
精
榊
現
象
が
数
値
叉
は
曲
線
に
な
っ
て
現
れ
、

た
め
に
恰
竜
新
し
い
世
界
に
導
か
る
㌧
が
如
く
威
じ
、
心
理
學
は
余
の
二
二
興
味
多
き
竜
の
と
な

つ
π
◎
舷
に
於
て
余
は
何
等
の
疑
竜
起
さ
ず
、
新
心
理
學
の
進
む
べ
き
公
道
は
．
註
ハ
の
研
究
に
か
く

の
如
き
客
観
法
を
適
用
す
る
に
あ
参
と
濁
志
し
だ
。
績
い
て
ス
ク
リ
ブ
チ
ユ
ァ
『
の
薪
心
理
學

⑳
を
精
讃
し
て
響
町
こ
の
考
を
深
く
一
．
層
π
。
そ
の
第
一
編
に
於
て
氏
は
新
心
理
學
の
方
法
を
観

　
　
　
　
心
　
理
　
學
　
と
客
糊
糊
的
山
刀
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
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二
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暫
學
藤
究
　
第
二
＋
八
毅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
六
幽

察
・
下
郷
・
測
定
・
畑
野
の
四
項
に
亙
今
て
詳
論
し
更
に
第
五
編
に
至
っ
て
心
理
學
の
過
表
及
び
現
在

な
る
題
貿
の
下
に
、
新
心
理
學
の
超
源
を
賜
に
し
、
古
代
希
臓
人
の
科
學
と
現
今
の
科
學
と
の
根
本

・
誌
・
相
川
運
は
、
購
雌
辮
の
農
歯
物
一
の
基
礎
鬼
る
．
孟
反
相
の
報
酬
察
に
代
へ
る
に
鍍
柵
赫
緻
な
る
鶴
宏
箏
統
…
讃
・
測
四
儀
疋
・
實
験

無
数
學
朗
演
繹
の
書
法
を
以
て
す
る
に
あ
参
（
鋪
δ
讐
p
脅
簿
。
翼
凱
甑
一
浮
審
琴
Φ
び
象
謬
象
鋳
窪
鼠
¢
髪
①
亀
夢
Φ

○
猛
。
釜
屋
轟
㏄
剛
δ
馨
ご
”
8
0
紫
？
9
蛍
葛
忽
貯
｛
ぎ
罫
書
○
伽
き
鋤
§
o
臨
旨
○
け
ぎ
塗
○
臨
霧
一
、
o
｛
a
（
）
蕃
霧
養
鉱
9
ポ
o
h
。
D
夢
募
試
。
巴

。
乙
§
ポ
禽
。
臣
“
o
｛
・
簿
・
ψ
謎
語
。
棲
書
｛
「
詠
嘆
を
埋
凶
崔
窪
漕
舅
島
。
㎞
影
葬
所
嗣
○
影
三
隅
。
触
簿
釦
亀
ま
江
9
〕
」
昌
夢
Φ
岬
）
夢
8
0
㎞
乙
。
離
鷲
旨
鼠
鑑

。
竃
禽
話
戴
9
渥
謎
夢
①
σ
巨
魁
窺
9
津
ヴ
剛
器
。
震
驚
象
劉
餓
。
り
・
）
①
（
四
一
二
六
頁
）
と
論
じ
、
此
等
の
諸
方
法
は
生
理
學
、

物
理
學
・
天
交
學
・
統
計
學
・
数
學
等
の
方
面
よ
う
漸
次
に
螢
識
し
摩
う
、
各
種
の
自
然
科
學
は
之
が
適

用
に
於
て
偉
大
の
進
歩
を
示
し
た
。
從
っ
て
早
晩
こ
の
世
界
は
蛯
の
如
き
諸
法
に
随
ひ
て
精
聯

現
象
の
研
究
を
要
求
す
（
§
δ
貞
窪
嬢
認
自
嬢
伽
Φ
彫
営
一
乙
弩
霞
く
＄
㌶
σ
Q
蕃
8
鐸
。
穿
｝
6
ρ
嗣
μ
諺
。
ヨ
Φ
奉
。
鴎
野
営
伽
萄
。
自
争

貯
σ
q
8
馨
亀
二
更
ぎ
塗
）
働
（
四
四
一
頁
）
と
論
結
せ
ざ
る
を
得
ず
と
断
じ
、
か
㌧
る
理
由
に
よ
今
、
新
心
理

學
は
湛
く
可
か
ら
ざ
る
凶
事
件
（
盛
δ
器
饗
馬
面
魯
。
ご
槻
％
嬉
目
鼻
営
Φ
訟
9
ぼ
Φ
Φ
〈
Φ
郎
ε
の
（
四
四
一
頁
）
で
あ

っ
カ
の
だ
ど
結
ん
で
居
る
。
禽
氏
は
之
に
加
へ
て
、
新
心
理
學
は
、
只
急
心
理
窟
の
基
礎
の
上
に
登

面
し
鬼
竜
の
で
あ
る
か
ら
、
其
の
材
料
に
何
等
の
相
違
竜
な
く
、
其
の
立
脚
織
も
鍵
化
す
る
乙
と
な

く
、
叉
其
の
．
目
劫
竜
嚢
頽
す
る
こ
と
無
し
　
ハ
爵
6
峯
課
℃
曙
簿
。
H
o
σ
q
団
凶
。
・
夢
塁
二
宮
Φ
ぢ
齢
諭
♂
｝
o
弼
づ
6
暮
8
夢
Φ
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ぴ
器
繭
。
・
b
隔
停
Φ
。
疑
㎞
臣
露
Φ
一
器
。
回
診
＄
買
8
繭
玉
堅
目
器
婦
芭
も
。
。
冨
冨
σ
q
巴
巳
寵
娼
。
艮
。
隔
ぎ
ヨ
口
耳
β
。
自
Φ
σ
Q
Φ
冨
寧

謡
8
置
券
急
登
・
）
①
（
四
五
三
頁
）
と
云
ふ
を
讃
む
に
及
ん
で
、
い
よ
く
傳
承
的
な
心
理
學
の
問
題
が

客
観
的
に
研
究
し
得
る
と
い
ふ
余
の
信
念
を
盆
々
確
信
す
る
に
至
っ
た
。
叉
氏
は
新
心
理
學
の

全
場
数
四
百
九
十
の
申
に
曾
て
事
情
を
記
載
す
る
こ
と
僅
に
八
頁
の
（
三
〇
五
一
三
一
二
頁
）
威
情

の
心
理
學
の
實
験
議
事
實
は
之
で
絡
で
あ
る
と
述
べ
て
想
像
的
事
實
を
少
し
も
加
へ
て
居
な
い
。

こ
の
巳
知
の
事
實
と
想
像
的
事
實
と
を
峻
罰
す
る
新
心
理
學
の
態
度
に
竜
深
く
敬
服
し
π
。
か

く
し
て
後
大
仁
に
入
事
し
、
正
式
に
普
通
心
理
學
・
實
駿
心
理
學
等
を
學
質
し
、
省
他
の
多
く
の
精
瀞

宝
玉
を
修
あ
だ
け
れ
ど
、
余
が
写
影
時
代
に
自
ら
作
つ
π
上
の
専
断
は
、
巳
に
「
イ
ド
ー
ラ
」
と
な
っ
て

居
π
と
見
乏
、
何
等
の
鞍
懸
を
受
け
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
斯
學
の

権
威
ヴ
ン
ト
敏
授
が
科
粛
粛
心
理
學
の
一
方
法
は
實
験
的
　
Φ
図
で
Φ
嵩
導
Φ
馨
Φ
濠
（
③
五
、
及
び
，
二
三
頁
）
な

ら
ざ
る
可
ら
ず
と
云
ウ
禿
言
葉
を
自
然
科
學
対
雛
鹸
と
同
一
の
意
味
に
誤
解
し
て
一
食
余
の
確

信
は
強
く
な
つ
泥
。
余
が
鼓
に
客
観
的
方
法
と
云
ふ
の
は
、
心
的
過
程
を
研
究
す
る
に
内
観
を
用

ひ
ず
、
或
は
之
を
基
本
と
な
さ
ず
し
て
、
内
観
に
直
接
に
現
れ
な
い
客
観
的
特
徴
を
観
察
或
は
測
姥

し
、
を
の
特
徴
の
基
礎
の
上
に
心
的
過
程
の
性
質
を
推
定
せ
ん
と
す
る
仕
方
を
意
直
し
て
居
る
の

で
み
る
。
何
れ
後
の
項
に
於
て
實
例
に
つ
き
、
共
意
義
を
明
に
す
る
積
ム
で
あ
る
が
、
今
宮
に
ク
ラ

　
　
　
　
心
理
闘
学
と
客
激
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
班
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誓
學
、
研
究
　
錐
二
引
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
六

メ
ゾ
」
ド
が
心
理
學
の
諸
方
法
を
分
類
し
で
居
る
竜
の
に
つ
き
ハ
圓
｛
二
六
八
頁
）
余
が
客
魏
附
方
法

ど
云
ム
の
は
そ
の
何
れ
に
「
當
る
か
を
述
べ
て
置
く
。
　
ク
ラ
バ
レ
F
ド
は
爽
表
の
如
く
、
心
理
學
の

方
法
を
其
の
テ
ク
昌
ヅ
グ
の
見
地
か
ら
量
的
方
法
と
質
的
方
法
と
・
に
別
ち
、
其
の
量
的
方
法
の
申

に
心
的
興
奮
の
度
の
測
定
・
心
的
過
程
の
時
問
の
測
定
・
心
的
作
業
の
ヵ
學
的
測
定
・
贈
号
の
歎
の
統

評
を
．
含
ま
し
て
居
る
が
、
此
等
は
余
の
客
魏
的
方
法
に
労
る
の
で
あ
る
。
叉
■
民
は
質
的
方
法
の
申

に
主
観
的
分
析
と
外
的
表
徴
の
解
繹
と
を
含
ま
し
て
居
る
が
、
其
の
後
者
帥
ち
外
的
表
徴
の
解
羅

よ
う
心
的
過
程
を
明
に
せ
ん
と
す
る
限
づ
に
於
て
、
之
竜
余
は
客
観
的
方
法
の
中
に
加
へ
た
い
の

で
あ
る
“
　
　
、
・

団
。
陣
営
（
ざ
く
器
審
9
凱
ρ
q
ρ

　
へ
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O
d
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○
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○
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翻
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H
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諭
ε
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①
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⇔
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℃
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聡
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噂
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．



　
．
余
麟
上
に
蓮
べ
π
る
如
き
憲
義
の
客
観
的
方
法
を
使
思
し
て
自
ら
掘
ウ
出
し
得
π
小
狸
結
果

　
に
封
し
て
無
限
の
興
味
を
過
去
の
あ
る
時
期
に
於
て
威
じ
て
居
尤
。
然
る
に
、
か
い
る
研
究
的
生

　
活
の
激
二
二
に
於
て
何
時
と
な
く
「
か
＼
る
客
観
的
研
究
方
法
の
み
で
果
し
て
心
に
接
近
が
出
來

　
る
だ
ら
う
か
」
と
の
疑
問
が
趨
っ
て
蘂
た
。
　
客
観
的
方
法
を
徹
底
し
て
利
用
す
れ
ば
す
る
程
、
精
瀞

　
か
ら
遠
か
る
様
に
思
は
れ
て
來
た
。
今
泡
唐
己
の
興
昧
を
起
し
て
居
π
研
究
の
結
果
は
、
心
に
關

　
す
る
知
識
ど
如
何
な
る
愚
管
が
あ
る
の
か
と
疑
ひ
、
言
語
な
ど
は
乙
の
道
は
心
理
學
的
に
臥
己
を

　
’
自
殺
の
淵
に
…
導
し
様
に
竜
威
ぜ
ら
れ
た
。
蝕
う
不
安
に
堪
え
な
い
か
ら
、
余
は
数
年
前
、
心
理
學
護

　
雷
會
℃
其
の
疑
問
を
遠
べ
て
畏
友
諸
君
の
示
敏
を
乞
5
π
乙
と
も
あ
っ
た
。
併
し
現
代
心
理
學

　
の
傾
向
か
ら
云
ふ
と
其
の
方
法
は
点
々
客
槻
化
せ
五
と
す
る
傾
向
が
高
い
檬
に
思
は
れ
る
。
尤

，
竜
心
理
學
者
の
一
部
に
は
之
と
反
製
の
方
向
に
復
蹄
せ
ん
と
す
る
竜
の
（
例
へ
ば
り
掛
プ
ス
、
テ
ィ
’

　
チ
ェ
，
先
t
・
ナ
ト
ル
プ
、
ゲ
ン
ト
）
竜
あ
る
が
、
一
般
的
潮
流
は
客
糊
的
の
方
面
に
洵
っ
て
居
る
と
言
ふ

　
ご
ど
が
出
家
る
。
そ
し
て
其
母
に
竜
亦
吾
入
の
興
味
を
喚
起
す
る
に
足
る
淺
多
の
漸
事
實
が
登

　
見
せ
ら
れ
で
居
鉱
、
心
理
學
は
客
槻
化
せ
ら
る
、
之
と
に
於
て
生
産
物
が
多
く
な
る
様
に
竜
思
は

　
れ
る
。
－
遊
に
於
て
叢
々
惑
は
ざ
る
を
得
な
い
。
併
し
乙
の
客
観
薗
方
法
よ
ウ
得
た
る
結
果
の
興

蹴
昧
は
如
侮
な
る
興
昧
で
あ
る
か
、
叉
如
何
な
る
意
味
に
於
て
心
理
學
的
興
味
を
逸
し
得
る
か
。
心

　
　
　
　
　
心
理
學
と
客
槻
駒
労
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
七
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哲
學
研
究
　
第
．
二
＋
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

理
窟
は
ヴ
ン
ト
の
所
謂
生
理
學
的
方
法
を
適
用
す
る
に
及
び
て
初
あ
て
正
確
科
學
と
な
う
得
だ

と
、
貞
ら
信
じ
、
人
も
許
し
て
居
る
檬
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
如
何
な
る
意
味
の
心
理
學
で
あ
ら
う
か
。

面
諭
的
心
理
學
問
題
が
こ
の
方
法
に
ょ
う
て
ど
れ
だ
け
明
に
な
つ
だ
か
。
若
し
明
か
に
な
っ
た

も
の
が
あ
ウ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
生
理
心
的
方
法
の
輸
入
か
ら
得
π
も
の
で
あ
ら
う
か
。
或
は
傳

來
の
内
省
的
方
法
が
其
の
核
と
な
っ
て
居
た
の
で
は
あ
る
嚢
い
か
。
叉
生
理
的
方
法
の
み
で
研

究
し
得
力
竜
の
が
あ
ウ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
如
何
な
る
性
質
の
知
識
で
あ
ら
う
か
。
か
く
の
如
き
、

方
法
よ
う
得
た
材
料
か
ら
如
何
な
る
歯
応
が
出
家
る
で
あ
ら
う
か
。
考
へ
來
る
と
種
々
の
疑
問

が
生
ず
る
。

　
研
究
方
法
の
疑
問
は
立
て
研
究
の
鍋
象
の
疑
問
と
な
る
。
元
來
心
理
學
は
何
を
研
究
の
野
象

と
し
て
居
る
の
か
。
心
と
は
何
で
あ
る
か
、
精
紳
現
象
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
自
然
現

象
研
究
の
方
法
を
精
血
現
象
に
も
適
用
し
得
る
と
實
験
心
理
學
は
吾
人
に
教
へ
る
が
、
然
ら
ば
、
精

紳
現
象
ど
自
然
現
象
ど
は
同
」
性
質
の
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
同
一
性
質
の
も
の
を
同

凶
の
研
究
方
法
で
研
究
し
て
、
萄
竜
そ
の
結
果
は
自
然
毒
學
に
鍔
面
す
べ
き
精
亜
科
學
の
基
礎
學

だ
る
心
理
學
が
成
立
す
る
と
云
は
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
は
如
何
に
し
て
可
能
な
の
で
あ
ら
う
か
。

叉
虚
語
現
象
と
心
的
現
象
と
は
異
る
と
も
云
ひ
得
る
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
如
何
に
異
る
の
か
。
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か
く
の
如
く
に
疑
っ
て
廉
る
と
、
自
分
の
如
き
平
な
頭
に
は
侮
も
解
ら
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
何
か

か
＼
る
方
面
に
光
を
與
へ
る
も
の
は
な
い
か
と
、
交
献
を
探
し
て
見
る
と
．
所
々
に
散
見
し
て
居
る
。

余
と
同
じ
様
に
心
理
學
と
客
観
的
方
法
と
の
關
係
に
就
き
て
、
疑
問
を
起
し
特
に
之
を
詳
論
せ
ら

れ
て
居
る
論
丈
竜
あ
る
。
例
へ
ば
フ
ッ
サ
f
ル
働
、
プ
ィ
チ
ェ
ナ
「
働
1
3
ッ
ヂ
④
等
は
其
の
重
な

る
も
の
で
あ
る
。
此
等
の
論
丈
の
あ
る
≧
と
を
思
へ
ば
、
余
の
疑
問
は
、
亦
心
界
の
一
疑
問
か
と
恐

思
は
れ
る
。
科
學
の
野
望
と
其
の
研
究
法
を
翼
に
明
に
爲
す
之
と
は
、
其
の
科
學
の
み
の
力
で
は
、

其
の
解
決
が
困
難
で
あ
ら
う
。
必
ず
や
他
の
科
學
、
殊
に
哲
學
の
認
識
論
の
力
と
其
の
援
助
に
待

つ
ヒ
と
の
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
ら
う
。
さ
れ
ど
か
く
常
に
蓬
っ
て
の
み
居
て
は
進
む
こ
と

も
出
撃
な
け
れ
ば
退
く
こ
と
竜
出
來
な
い
。
の
み
の
み
な
ら
ず
心
的
苦
痛
に
堪
え
ら
れ
な
い
。

從
っ
て
一
時
的
な
る
…
封
症
藥
を
要
す
る
。
こ
れ
余
が
こ
の
一
小
論
文
を
草
し
識
者
の
御
示
敏
を

仰
が
ん
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
余
は
純
粋
な
心
理
學
的
立
揚
を
棄
て
＼
、
此
等
の
研
究
及
び
其
の
結
果
を
他
の
方
面
か
ら
槻
る

と
叉
他
の
興
昧
が
起
る
。
此
等
客
槻
的
結
果
は
其
の
者
と
し
て
頗
る
興
味
が
あ
る
。
其
の
数
値

そ
の
曲
線
は
他
の
研
究
か
ら
は
到
底
得
る
こ
と
の
出
來
な
い
一
種
の
特
徴
を
現
は
し
て
居
る
。

何
か
あ
る
一
種
の
實
在
を
指
示
し
て
居
る
に
相
違
な
い
。
余
は
か
く
考
へ
．
て
か
㌧
る
研
究
に
非

　
　
　
　
心
　
…
濯
　
削
学
　
，
～
　
客
掘
酌
壱
刀
　
法
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
乱
兀

■



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
ご
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
乳

凡
常
な
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
上
ず
る
。
余
の
從
家
威
じ
來
ウ
し
興
昧
は
こ
の
方
面
で
あ
っ
た
様

　
に
思
は
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
國
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
叉
か
＼
る
研
究
の
結
果
を
基
礎
に
、
設
定
的
な
る
意
識
作
用
（
現
實
的
な
ら
ざ
る
）
を
生
理
的
或
は

　
．
物
理
的
方
面
よ
う
解
繹
，
読
明
す
る
こ
と
も
出
早
る
で
あ
ら
う
。
現
代
心
理
學
の
一
大
傾
向
は
實

　
姥
か
＼
る
方
面
に
進
み
つ
－
、
あ
る
乙
と
は
、
争
ふ
可
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。
こ
の
方
面
に
竜
余
は

　
多
く
の
期
待
を
有
し
て
居
る
。

　
　
叉
之
を
．
鷹
用
的
方
面
か
ら
見
れ
ば
．
極
め
て
重
要
な
研
究
、
重
要
な
結
果
の
…
糠
に
思
は
れ
る
9
　
即

　
ち
人
間
を
以
て
あ
る
種
の
目
的
を
蓬
す
る
糟
紳
物
理
的
器
械
と
見
倣
し
、
其
の
器
械
の
能
生
の
増

　
進
の
鮎
か
ら
見
る
と
、
客
観
的
測
定
の
結
果
は
頗
る
重
要
な
も
の
と
な
る
。
今
日
精
紳
の
實
験
的

　
研
究
が
實
際
祇
會
の
各
方
面
と
交
渉
を
保
つ
に
至
っ
π
璽
な
る
理
由
は
こ
の
織
に
あ
る
の
で
あ

　
ら
う
。
我
が
國
に
於
て
竜
近
來
薫
育
・
軍
事
・
逓
信
事
務
並
に
各
種
の
工
場
内
に
於
て
人
間
能
率
の

　
、
経
濟
的
増
進
を
自
的
と
し
て
、
實
験
心
理
學
的
生
理
學
的
研
究
の
開
始
せ
ら
れ
、
心
理
學
專
攻
の
士

　
が
顧
問
又
は
實
際
の
研
究
者
と
し
て
活
動
を
始
め
つ
㌧
あ
る
こ
と
は
已
に
讃
者
の
熟
知
せ
ら
る

　
る
所
で
あ
る
。
ζ
の
方
面
の
研
究
は
壁
際
的
敷
果
窪
し
く
、
思
出
と
結
合
し
て
將
來
豫
測
す
べ
か

　
ら
ぎ
る
進
歩
を
爲
し
．
其
の
研
究
上
々
隆
盛
と
な
る
乙
と
と
信
ず
る
。
從
っ
て
叉
こ
の
方
面
の
基

曲



本
的
研
究
を
あ
る
種
の
心
理
學
の
領
域
に
於
て
徹
底
的
に
實
行
ず
る
こ
と
は
、
我
が
國
家
及
び
國

民
の
實
際
的
要
求
か
ら
考
へ
て
極
め
て
必
要
な
ヒ
と
と
信
ず
る
。

　
さ
れ
楼
此
等
の
方
面
は
そ
れ
ぐ
自
己
の
立
脚
地
を
明
確
に
し
て
進
み
さ
へ
す
れ
ば
何
れ
も

極
め
て
大
切
な
る
研
究
で
あ
う
、
乙
類
の
知
識
の
二
大
に
直
し
て
大
に
貢
恕
す
る
も
の
と
儒
じ
て

居
る
。
從
っ
て
余
の
云
ム
客
観
的
研
究
法
は
、
將
來
盆
々
其
方
法
を
精
緻
に
し
馬
蝉
の
適
用
の
範
園

を
蟹
興
し
、
該
方
法
特
有
の
債
値
を
登
揮
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
織
に
於
て
は
、
客
観
的
方
法
奪
重
の

論
者
と
同
一
で
あ
乃
。
從
っ
て
余
竜
あ
る
種
の
心
理
學
的
研
究
と
し
て
は
、
客
観
的
方
法
を
極
端

に
徹
底
し
て
行
っ
て
見
控
い
と
目
論
で
居
る
位
で
あ
る
。
か
＼
る
繹
で
あ
る
か
ら
以
下
述
べ
ん

と
す
る
所
も
、
客
観
的
方
法
其
者
の
債
値
を
云
々
す
る
の
で
は
な
い
。
喉
要
は
あ
る
意
味
の
心
理

學
に
封
ず
る
客
観
的
研
究
法
の
交
渉
す
る
織
を
考
へ
て
見
揮
い
の
で
あ
る
。
此
鮎
に
つ
き
て
．
讃

者
の
誤
解
無
き
様
に
、
豫
め
願
っ
て
置
く
。

隔㎜

S
理
學
の
封
象

836

　
心
理
學
の
研
究
注
と
そ
れ
実
う
得
た
る
結
果
の
意
義
を
考
察
す
る
に
洗
ち
・
先
づ
心
理
學
の
樹

象
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
之
を
考
へ
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
重
れ
は
あ
る
意
味
に
於

　
　
　
　
心
理
學
と
客
親
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
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哲
學
研
擁
　
第
二
†
八
膿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

て
研
究
の
最
後
に
至
っ
て
初
め
て
答
へ
ら
る
、
問
題
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ど
研
究
の
最
初
に
於
て

豫
め
、
そ
の
甥
象
の
性
質
を
誤
解
し
な
い
様
に
し
て
置
か
な
い
と
、
其
の
研
究
の
方
針
を
誤
ウ
毬
に

無
盆
の
岐
路
に
迷
ふ
こ
と
竜
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
心
理
學
の
甥
象
は
何
で
あ
る
か
、
或
は
如
何
凍
る
竜
の
に
す
る
か
は
、
根
本
的
に
云
は
窒
人
々
の

任
意
で
あ
る
と
も
去
へ
る
。
け
れ
ど
も
巳
に
昔
か
ら
心
理
學
の
名
爵
が
あ
ウ
、
ほ
讐
之
に
一
定
の

封
象
が
與
へ
ら
れ
て
居
る
と
せ
ぱ
、
後
學
者
は
可
成
之
に
準
擦
し
、
更
に
新
な
る
野
望
を
研
究
す
る

際
に
は
、
新
な
る
科
學
の
名
樗
を
與
ふ
る
を
以
て
、
国
界
の
混
観
を
防
ぐ
便
法
と
信
ず
る
。
故
に
心

理
學
の
歴
象
を
心
理
學
の
堅
甲
に
鉗
め
、
而
し
て
其
の
心
理
學
登
達
の
最
初
－
或
は
申
途
に
於
て
心

理
學
的
な
ら
ざ
る
要
素
の
混
入
せ
る
あ
ら
ば
、
之
を
浮
化
し
、
純
粋
な
る
野
象
に
精
練
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
而
し
て
こ
の
浄
化
精
練
す
る
際
に
は
巳
に
純
粋
な
る
野
象
の
存
立
を
量
定
し
て
置

か
ね
ば
な
ら
臓
。
余
は
こ
の
問
題
に
早
し
未
だ
自
分
の
創
見
は
少
し
も
な
い
。
ヴ
ン
ト
の
晩
年

の
思
想
申
に
あ
る
心
理
學
の
封
象
働
働
G
リ
フ
ソ
サ
置
川
の
所
謂
自
然
科
劇
的
心
理
學
な
ら
ぎ
る

眞
の
心
理
學
の
封
象
㈲
を
以
て
心
理
學
の
眞
の
封
象
と
肝
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
か
、
る
心

理
學
の
甥
象
を
其
の
規
範
と
し
て
．
心
理
學
の
歴
更
に
そ
の
野
象
を
求
め
て
曽
爾
い
と
思
ふ
。
余

は
未
だ
心
理
學
的
概
念
の
歴
更
懸
軍
展
を
自
ら
原
署
に
，
つ
き
．
て
研
究
す
る
の
努
力
を
持
た
な
か

’



S3S

つ
だ
か
ら
ヴ
ン
ト
の
論
理
學
㈲
二
五
一
卜
三
〇
三
頁
あ
材
料
に
振
っ
て
、
ゲ
ン
・
・
の
意
見
を
骨
子

と
し
て
考
へ
て
見
よ
う
。

　
心
理
學
の
封
象
を
、
古
代
の
自
然
玉
詠
か
ら
出
出
し
差
最
も
幽
い
朴
素
的
な
唯
物
的
心
理
學
に

求
む
る
と
、
心
を
以
て
あ
ら
ゆ
る
生
命
過
程
を
支
配
す
る
原
理
蜀
二
言
ぢ
と
な
し
、
心
は
生
活
膣
と
同

様
な
る
一
種
の
物
的
實
膿
鮭
暮
Φ
門
墨
黒
㊦
G
Q
扇
三
韓
嵩
で
あ
る
と
答
へ
る
。
ヴ
ン
ト
は
之
を
心
理
學
の

純
粋
唯
物
主
義
と
名
け
て
居
る
が
、
か
、
る
見
方
は
、
近
代
の
心
理
學
で
は
、
其
の
跡
を
絶
つ
泥
と
見

て
差
支
へ
な
い
様
で
あ
る
が
、
今
日
で
も
生
理
望
事
の
申
に
は
、
上
の
如
き
見
方
で
心
を
見
ん
．
と
す

る
者
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
即
ち
精
紳
現
象
と
は
大
磯
の
分
子
運
動
を
そ
の
蓮
動
の
現
實
の
儘

に
於
て
で
は
な
く
総
合
印
象
と
し
て
、
恰
竜
出
入
が
水
滴
の
集
合
を
雲
と
し
て
知
愛
す
る
如
く
に

上
畳
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。
之
の
考
へ
方
は
精
紳
現
象
を
大
工
の
分
子
運
動
か
ら
導
き

出
さ
ん
と
し
、
養
し
て
之
を
導
き
出
す
前
に
巳
に
一
種
の
精
紳
現
象
を
許
し
て
居
る
。
換
言
せ
ば

鳳
心
知
畳
に
類
す
る
一
種
の
知
畳
に
よ
う
て
、
恰
竜
外
蘭
刺
戟
を
威
畳
知
畳
が
知
畳
す
る
如
く
に
、

大
踏
内
部
の
分
子
運
動
を
概
括
的
に
知
蓋
し
得
る
と
を
許
し
て
居
る
。
然
ら
ば
こ
の
分
子
蓮
動

を
知
慰
す
る
一
種
の
内
的
知
畳
は
如
何
に
し
て
生
ず
る
か
、
之
の
問
題
が
ぜ
解
け
な
け
れ
ば
、
矢
張
精

紳
現
象
の
物
質
的
蕉
門
は
徹
底
す
る
乙
と
が
出
來
な
い
。
大
男
内
部
に
分
子
浬
動
の
あ
る
乙
と

　
　
　
　
心
理
學
と
客
齪
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
七
三
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哲
學
醸
舵
　

錐
二
十
八
繋
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

と
、
其
の
知
畳
と
は
別
な
乙
と
で
あ
る
。
　
こ
れ
を
読
谷
す
る
た
め
に
分
子
運
動
其
の
物
が
自
己
を

知
癒
す
る
と
す
れ
ば
ヴ
ン
ト
の
言
つ
だ
如
く
、
そ
れ
は
大
騒
の
分
子
が
其
の
蓮
動
を
域
聾
す
る
性

質
が
あ
る
と
い
ふ
と
同
一
義
を
な
る
。
果
し
て
か
く
解
す
る
な
ら
ば
、
巳
に
こ
の
見
解
は
純
唯
物

主
義
を
捨
て
、
、
精
憩
物
理
的
唯
物
主
義
に
礎
じ
て
居
る
の
で
あ
る
。
精
憩
物
理
的
唯
物
主
義
の

心
理
學
に
よ
れ
ば
、
心
的
墓
本
現
象
は
到
底
物
的
過
程
か
ら
如
何
な
る
方
法
に
於
て
も
説
明
す
ゐ

乙
と
の
出
歯
な
い
も
の
で
あ
る
乙
と
を
前
提
と
す
る
。
そ
し
て
ζ
の
墓
本
的
現
象
と
し
て
は
、
簡

軍
感
畳
め
如
き
も
の
を
考
へ
．
こ
の
簡
軍
威
壁
は
吾
人
の
説
明
し
能
は
ざ
る
方
法
に
於
て
紳
経
の

興
奮
と
結
合
し
て
居
る
と
假
溢
す
る
の
で
あ
る
。
夫
故
に
簡
石
蔵
畳
を
生
理
學
的
の
言
葉
で
言

ひ
表
は
す
と
、
あ
る
紳
脛
要
素
の
分
子
蓮
動
と
言
ふ
ζ
と
が
出
出
る
。
　
而
し
て
あ
ら
ゆ
る
旧
離
宏

る
心
的
過
程
は
軍
｝
な
る
域
畳
の
結
合
か
ら
生
ず
る
と
見
凝
し
て
、
そ
の
威
畳
の
結
合
の
基
礎
を

大
喪
の
生
理
的
過
程
の
結
合
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
夫
故
に
精
聯
過
程
の
全
膿
の
結
合
は
、
乙
の

生
理
的
結
合
及
其
の
相
互
作
用
か
ら
の
み
解
読
が
可
能
と
な
る
謬
で
あ
る
。
乙
の
見
解
か
ら
見

る
と
心
理
學
の
問
題
は
二
つ
と
な
う
一
は
、
心
理
二
六
問
題
で
あ
っ
て
、
威
官
及
び
紳
経
器
官
の
生

理
的
作
用
を
螢
む
際
に
観
察
す
る
こ
と
の
出
点
る
威
畳
の
記
載
を
其
の
任
務
と
す
る
。
二
は
生

理
學
的
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
の
方
面
に
於
て
は
、
生
理
作
用
の
結
合
の
事
實
を
手
掛
う
と
し
て
威
畳
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か
ら
如
何
に
し
て
羅
馬
な
る
心
的
過
程
が
成
立
す
る
か
を
因
果
的
に
読
明
せ
ん
と
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
第
二
の
問
題
は
心
理
學
特
有
の
問
題
の
一
切
を
抱
括
す
虚
か
ら
、
此
の
見
解
か
ら
出
猶

す
る
と
、
心
理
學
は
威
官
及
び
帥
維
系
統
の
生
理
學
の
一
部
の
内
に
吸
牧
せ
ら
る
＼
≧
と
と
な
蚤
、

從
っ
て
純
心
理
學
の
問
題
と
し
て
は
戴
畳
の
み
が
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
威
畳
か
ら
複
雑
回

る
精
興
過
程
が
如
何
に
し
て
生
ず
る
か
を
設
明
す
る
ε
は
、
心
理
學
の
問
題
と
し
て
は
頗
る
重
要

で
あ
っ
て
、
叉
頗
る
困
難
衣
問
題
で
あ
る
。
精
綿
物
理
主
義
の
唯
物
的
心
理
學
が
、
之
が
解
決
を
生

理
作
用
の
結
合
に
求
め
ん
と
し
π
努
力
に
野
し
、
て
は
．
多
大
の
敬
意
を
表
し
た
い
が
、
併
し
其
の
假

定
に
難
瓢
が
あ
る
。
こ
の
種
の
心
理
學
は
物
的
な
る
竜
の
か
ら
、
心
的
な
る
竜
の
が
導
き
出
さ
れ
幽

る
と
考
へ
て
居
る
。
　
さ
れ
ど
竜
心
的
結
合
が
物
的
結
合
ど
全
く
異
っ
て
居
ム
ン
且
叉
相
互
に
比
較

す
る
乙
と
の
不
可
能
な
こ
と
は
。
恰
も
軍
一
威
畳
が
大
斑
の
分
子
煙
動
と
全
然
相
下
し
、
且
つ
互
に

比
較
す
る
之
と
が
幽
來
な
炉
の
と
蚕
く
同
一
で
あ
る
。
こ
の
種
の
心
理
學
は
厚
畳
だ
け
は
如
何

な
る
方
法
で
竜
生
理
的
作
用
か
ら
読
明
が
出
軍
な
い
と
断
定
し
な
が
ら
、
其
の
重
畳
の
結
合
及
び

其
の
結
合
か
ら
生
じ
だ
複
難
な
る
心
的
過
程
は
生
理
作
用
か
ら
設
明
が
付
く
と
主
張
す
る
の
で
、

軍
鴎
な
る
心
的
過
程
に
覧
て
否
定
し
箆
も
の
を
複
難
な
る
も
の
に
弱
し
て
は
肯
定
し
て
居
る
が

之
は
自
家
下
着
で
あ
ら
う
。
し
て
見
れ
ば
、
心
の
本
質
を
物
的
方
向
に
求
め
ん
と
す
る
試
み
は
、
何

　
　
　
　
心
理
撃
と
客
掘
附
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
五

ぐ
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れ
竜
心
の
本
質
を
溝
滅
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
物
的
方
向
邸
ち
外
的
方
向
に
二
っ
て
心
の
本
質
が
求
め
得
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
吾
人
は
必
ず

や
内
的
方
向
帥
ち
心
理
的
経
験
其
の
者
の
内
に
之
・
を
求
あ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
心
理
的
経
駿
の

申
で
竜
論
理
的
活
動
は
最
も
明
瞭
で
あ
う
、
三
塁
の
精
紳
過
程
と
更
別
が
無
し
易
い
か
ら
、
こ
の
論

理
的
活
勤
は
特
殊
の
精
紳
過
程
と
し
て
他
の
心
的
過
程
か
ら
分
離
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
知

的
活
動
を
細
か
に
分
析
レ
差
結
果
、
遽
に
思
念
を
以
て
あ
ら
ゆ
る
複
雑
な
る
過
程
の
根
祇
に
存
在

せ
る
主
要
な
る
要
素
と
な
し
だ
。
之
が
圭
智
的
心
理
學
の
起
源
で
あ
ウ
叉
之
が
能
力
心
理
學
と

も
去
る
の
で
あ
る
。
か
㌧
る
見
解
に
逮
す
る
と
、
複
雑
な
る
過
程
も
一
種
の
観
念
結
合
と
見
ら
る

る
か
ら
、
此
結
合
の
基
本
形
式
を
求
あ
て
逡
に
聯
想
心
理
學
が
起
ウ
、
自
然
科
學
の
因
果
關
係
研
究

の
例
に
警
っ
て
、
こ
の
観
念
結
合
の
力
學
的
法
術
を
探
求
せ
ん
と
試
み
た
の
が
、
槻
念
力
學
説
の
心

理
學
U
ぽ
蜀
硲
畠
。
ざ
α
q
お
飾
窃
く
。
同
和
Φ
琴
b
q
q
ぴ
皆
。
。
ぎ
巳
韓
肖
】
擁
で
あ
る
。
能
力
聯
想
雨
心
理
私
共
通
の
誤
謬
は

観
念
の
不
攣
を
肯
定
し
π
る
織
に
存
し
．
観
念
力
學
説
は
更
に
之
を
高
潮
し
て
観
念
の
不
獲
不
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

を
即
き
、
力
の
概
念
を
加
へ
て
他
の
精
製
過
程
は
其
副
産
物
と
な
ウ
、
遊
に
於
て
智
的
心
理
學
は
其

の
極
製
に
到
達
し
た
。
物
其
の
極
に
達
す
れ
ば
、
共
の
溺
織
田
亦
最
竜
明
白
に
現
は
れ
る
。
智
的

心
理
學
が
猶
能
力
心
理
學
、
聯
想
心
理
學
の
時
代
に
於
て
は
、
そ
の
敏
織
竜
左
程
顯
著
に
現
れ
な
か

．
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つ
た
が
．
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
観
念
力
學
説
と
な
る
と
、
其
の
説
く
所
瞭
蚕
に
日
常
の
心
的
経
験
と
相
反

し
．
其
の
弱
点
呵
時
に
悪
露
せ
ら
れ
て
、
遽
に
主
意
的
心
理
學
の
朧
將
ヴ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
粉
砕
せ
ら

れ
た
こ
と
は
言
ふ
を
要
せ
諏
。
主
智
的
心
理
學
に
着
て
は
精
紳
過
程
中
の
観
念
の
み
實
在
性
を

有
し
、
他
の
威
情
、
意
志
は
副
次
的
現
象
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
主
意
的
心
理
學
に
至
少
て
初
め
て
、
あ

ら
ゆ
る
精
紳
過
程
は
各
其
の
實
在
性
を
得
、
心
理
學
上
に
於
け
る
各
面
紳
過
程
は
ヴ
ン
ト
に
至
っ

て
複
活
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
以
上
述
べ
二
つ
た
心
の
本
質
に
關
す
る
諸
芸
者
の
意
見
も
、
之
を
大
別
す
れ
ば
二
種
と
な
る
、
其

の
一
は
精
紳
の
實
膿
的
概
念
で
あ
っ
て
，
他
は
現
實
的
概
念
で
あ
る
つ
前
者
は
欝
欝
誓
事
實
を
あ

る
假
定
的
實
膿
の
表
現
と
見
倣
し
、
後
者
は
精
稗
を
他
の
實
髄
の
表
現
と
見
ず
し
て
、
精
憩
生
活
其

の
者
の
申
に
直
接
に
與
へ
ら
れ
だ
る
竜
の
を
直
に
精
紳
と
見
倣
す
の
で
あ
る
。
現
實
な
る
も
の

帥
ち
精
憩
な
ウ
と
な
す
の
で
あ
る
。
古
代
に
於
て
は
評
者
は
明
に
分
離
し
て
居
な
か
っ
π
が
、
漸

次
其
の
匠
別
が
明
と
な
ウ
デ
モ
ク
リ
ッ
ト
の
精
紳
と
名
け
．
た
る
も
の
は
、
あ
る
實
膿
の
表
現
し
π

竜
の
で
あ
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
「
ト
ル
の
生
活
原
理
た
る
精
憩
は
現
心
的
の
も
の
で
あ
っ
だ
。
近
世

哲
學
に
於
て
精
紳
の
本
質
を
實
膿
に
求
め
だ
る
先
議
者
は
デ
ヵ
〃
ト
で
み
る
こ
と
は
言
ム
迄
も

な
い
。
デ
屯
ク
ソ
ッ
ト
に
あ
ウ
て
は
精
紳
は
運
動
性
を
有
す
る
ス
ト
ム
で
あ
り
と
し
、
デ
カ
ル
ト

　
　
　
　
心
理
學
と
客
槻
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七

碑
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ば
、
精
血
は
延
長
を
有
せ
な
い
が
心
し
塞
問
に
定
位
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
分
つ
こ
と
の
出

切
な
い
塞
問
海
面
騰
π
る
織
に
於
て
、
デ
カ
ル
ト
の
精
聯
竜
ア
き
ム
の
概
念
を
保
留
し
て
居
る
。
．

け
れ
ど
其
の
ア
ト
ム
に
は
思
惟
の
毒
性
が
賦
翻
せ
ら
れ
て
居
る
織
で
、
物
的
實
膿
と
異
っ
て
居
る
。

さ
れ
ど
も
乙
の
精
藤
高
實
膣
は
物
的
蘭
語
と
の
關
係
に
於
て
、
叉
一
種
の
物
的
性
質
を
豫
想
し
て

居
る
。
，
即
ち
こ
の
糟
…
紳
鮒
實
膿
は
大
幅
の
松
果
腺
に
於
て
物
的
、
實
膿
と
機
械
的
な
る
相
三
々
係

を
保
っ
て
居
る
。
帥
ち
常
に
機
械
的
關
係
の
み
を
有
す
る
物
的
霜
融
に
機
械
的
六
趣
を
保
ち
得

る
織
に
，
於
て
、
精
々
は
猶
物
的
性
質
を
有
し
て
居
る
。
本
家
物
的
な
る
竜
の
を
精
紳
化
す
る
揚
合

に
は
、
矢
張
幾
分
物
的
な
る
竜
の
y
痕
跡
を
止
む
る
の
は
、
避
け
難
き
自
然
の
結
果
で
あ
ら
ふ
。
然

る
に
ラ
ィ
プ
ニ
．
ッ
は
有
延
長
無
意
識
の
實
艦
と
無
延
長
有
意
識
の
實
膿
と
を
想
定
せ
る
デ
カ

ア
ト
の
二
元
論
に
反
翻
し
、
精
紳
に
そ
の
精
紳
的
特
徴
を
完
全
に
附
愛
せ
ん
と
試
み
て
「
モ
ナ
～
の

概
念
に
達
し
意
識
の
根
面
を
力
に
求
あ
、
非
物
質
的
に
し
て
心
的
な
る
哨
種
の
實
膿
を
想
定
す
る

に
至
つ
π
。
　
ラ
ィ
ブ
ニ
ッ
　
ッ
以
後
の
新
心
理
面
的
見
惚
…
の
殆
ど
す
べ
て
は
、
こ
の
モ
ナ
ド
の
概
念

を
其
の
儘
に
用
ひ
て
居
る
と
見
…
ぢ
れ
る
。
　
喉
心
的
な
る
根
本
思
想
を
徹
底
さ
す
と
、
物
質
な
る
竜

の
は
、
吾
人
の
意
識
の
構
成
し
π
る
概
念
な
る
こ
と
を
知
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
係
ら

ず
、
人
は
知
ら
ず
識
ら
ず
意
識
其
の
堵
を
、
物
質
的
現
象
を
反
省
し
統
U
し
て
作
つ
把
所
の
一
種
の

匹



　
概
念
だ
る
實
膣
と
結
び
つ
げ
て
考
へ
る
様
に
な
る
。
　
ヘ
ル
バ
ル
ト
が
意
識
の
本
質
を
愛
化
し
な

　
い
、
從
σ
で
．
登
達
の
全
然
不
可
能
な
観
念
と
見
だ
の
ば
、
恐
く
物
質
恒
常
の
概
念
か
ら
生
じ
た
竜
の

　
絶
あ
ら
う
。
從
？
で
不
憂
化
的
な
精
淋
的
實
禮
の
背
後
に
は
．
常
に
物
質
恒
常
の
原
理
が
憎
ん
で

　
居
る
。
物
質
恒
常
の
原
理
は
自
然
現
象
を
理
解
す
る
上
に
は
重
要
な
る
働
き
を
有
す
る
が
之
を

　
糟
聯
生
活
に
適
用
す
る
と
精
帥
現
象
は
薮
逮
の
不
可
能
な
機
械
論
的
な
も
の
に
獲
化
す
る
。
央

　
故
に
實
膿
説
　
G
Q
魯
。
。
鍔
9
夢
Φ
8
陣
Φ
■
は
糟
瀞
的
事
鍵
の
詮
明
に
寓
し
て
は
、
そ
の
精
聯
的
特
徴
を
滅
却

　
す
る
よ
鉦
他
に
そ
の
敷
力
を
下
せ
な
い
様
に
思
は
れ
る
。
　
ヘ
ア
バ
γ
ト
は
形
而
上
下
的
基
本
概

　
念
を
心
朗
経
験
の
下
説
に
適
用
せ
ん
と
試
み
海
る
雁
】
の
人
で
あ
っ
て
、
氏
は
観
念
を
読
明
し
て
・

　
軍
一
匁
み
實
膿
の
障
害
な
う
と
し
威
情
は
観
念
の
禁
止
及
び
そ
の
禁
止
の
解
除
な
ウ
と
説
い
カ
。

　
ざ
れ
ど
か
㌧
る
読
明
の
内
的
必
然
或
は
充
分
な
る
経
験
的
公
明
は
全
く
之
を
敏
い
で
居
る
。
　
へ

　
　
測
バ
ル
ト
の
心
理
学
に
於
て
記
述
し
て
居
る
所
の
精
瀞
過
程
今
ヒ
～
ニ
ッ
　
ク
試
Φ
畠
葺
弾
は
現
實

　
の
心
的
串
來
事
と
は
、
全
然
蘭
係
の
な
い
想
像
上
の
メ
カ
ニ
ッ
　
グ
に
戎
っ
て
し
凌
つ
か
。
從
っ
て

　
べ
川
バ
π
ト
の
後
懸
者
に
於
て
は
、
こ
の
ヘ
ル
パ
粥
ト
の
實
膿
的
理
念
は
漸
次
に
脛
験
界
か
ら
遠

　
か
う
途
に
形
而
上
的
な
る
一
種
の
飾
物
と
な
っ
て
し
ま
つ
π
様
で
あ
る
。
・
而
し
て
心
理
學
の
方

晦
　
面
に
あ
動
て
は
㍉
人
々
が
心
的
経
■
験
の
土
庇
に
蔵
人
り
し
て
考
ふ
る
に
至
る
と
、
こ
の
實
騰
的
理
念

　
　
　
　
　
、
心
理
學
と
．
客
潮
飽
方
法
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
引
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の
存
在
は
到
底
許
す
こ
と
が
出
愚
な
く
な
ウ
、
遜
に
心
理
學
か
ら
排
除
せ
ら
る
、
に
託
つ
π
。
然

ら
ば
吾
入
は
心
理
學
螢
達
の
歴
更
の
上
か
ら
、
精
子
を
あ
る
種
の
實
膣
と
見
る
見
解
を
放
棄
せ
ね

ば
な
る
ま
い
。

　
精
紳
を
あ
る
種
の
實
膣
な
り
と
止
す
思
想
を
排
幽
し
、
精
紳
を
以
て
面
訴
現
實
的
活
動
的
准
竜

の
と
見
る
見
解
之
を
精
聯
の
現
實
活
動
読
d
δ
日
脚
9
①
馳
駆
b
葬
§
一
蒙
酢
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
精
紳

の
現
實
活
動
読
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
各
種
の
心
的
内
容
は
一
つ
の
過
程
ぐ
。
茜
芭
σ
Q
・
即
ち
b
窪
器
で

あ
塁
且
つ
吾
人
の
直
接
の
内
的
膿
験
内
に
は
、
自
然
科
學
が
其
の
學
の
領
域
内
に
て
假
嘉
す
る
が

如
き
恒
常
な
る
心
象
ざ
手
掌
暮
㊦
○
蕊
㊦
ぎ
Φ
は
有
う
得
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
σ
ら
（
九
二
頁
）
。
，
．

　
此
の
精
聯
の
現
下
活
動
読
は
其
の
登
達
を
久
し
く
妨
害
せ
ら
れ
て
居
つ
だ
ら
し
い
。
希
臓
の

哲
尋
者
申
第
一
に
精
血
と
身
膿
と
を
分
離
し
、
精
憩
を
以
て
身
膿
を
司
配
す
る
原
理
と
爲
し
π
る

は
プ
ラ
ト
書
で
あ
ら
5
。
ア
リ
ス
．
ト
奮
ト
ル
は
精
聯
を
以
て
物
質
を
活
動
せ
し
め
之
を
形
成
す

る
原
理
と
見
倣
し
、
精
聯
は
総
べ
て
の
有
機
的
形
膣
を
創
造
す
る
こ
と
、
恰
竜
彫
刻
家
が
大
理
石
を

刻
む
が
如
し
と
論
じ
、
其
の
登
窯
・
心
霊
・
休
息
・
細
動
に
至
る
ま
で
鑑
く
心
的
勢
力
の
直
接
の
作
用
な

蚤
と
考
へ
生
命
属
Φ
と
心
性
嵐
Φ
巨
艶
蔓
と
は
、
彼
に
於
て
は
同
一
語
と
な
ム
．
從
っ
て
精
紳
を
以
て

生
命
の
原
理
と
な
し
た
。
し
て
見
れ
ば
已
に
古
代
に
此
の
思
想
の
萌
芽
は
あ
る
様
で
あ
る
か
む
、
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以
簗
此
の
詮
怯
久
し
く
聖
帝
設
に
塵
倒
せ
ち
れ
て
居
だ
の
ぞ
あ
ら
う
。
プ
ラ
ト
∵
、
ア
リ
ス
玉
ユ

｝
ル
の
思
想
よ
ウ
．
今
日
の
ゲ
ン
ト
或
は
フ
ヅ
ず
江
〃
の
有
す
る
が
如
．
き
精
憩
の
現
實
活
動
の
思

想
に
達
す
る
ま
で
に
は
．
如
何
な
る
鍵
遷
を
雑
事
う
た
る
か
、
歴
史
的
興
昧
の
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、

貞
分
は
之
に
つ
き
て
は
何
等
の
知
識
竜
持
た
な
い
。

　
精
帥
の
・
現
實
活
動
説
は
・
物
的
因
果
律
と
は
其
の
特
性
を
異
に
せ
る
心
的
因
果
律
と
密
接
に
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

合
し
て
層
る
。
物
約
因
涙
律
は
實
膿
の
概
念
と
結
合
し
、
自
然
科
學
の
最
後
の
読
書
は
ζ
の
想
定

的
・
賓
腱
相
互
の
關
係
に
於
て
解
か
ら
る
、
竜
の
之
爲
す
。
一
走
つ
、
て
自
然
現
象
の
個
々
の
因
果
的

読
明
は
概
念
的
特
徴
を
有
す
る
。
然
る
に
心
的
圃
果
律
は
心
的
過
程
と
常
に
結
合
し
、
か
つ
其
の

結
合
の
様
は
心
腎
的
過
程
が
直
接
に
知
畳
に
現
は
る
㌦
如
く
に
親
密
で
あ
る
。
・
從
ρ
て
心
的
因
果

律
は
心
的
過
程
が
直
観
的
な
る
乏
等
し
く
叉
直
観
的
で
あ
．
る
。
心
的
過
程
の
説
明
に
そ
の
心
的
髄

過
程
と
は
全
く
異
る
實
膿
の
概
念
は
無
敷
で
あ
る
。
心
理
學
に
於
て
は
直
観
に
與
へ
ら
れ
π
る

事
憂
の
癒
合
の
中
に
、
因
果
概
念
を
思
考
に
よ
っ
て
見
出
さ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
自
然
科
學
の

客
観
的
見
地
に
從
へ
ば
、
認
識
主
観
の
直
観
か
ら
離
れ
た
る
形
式
の
中
に
因
果
的
結
合
を
求
め
ん

と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
因
菓
律
は
事
實
の
客
観
的
墓
礎
を
輿
へ
る
と
同
時
に
亦
實
膿
的
概
念
に

移
う
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
に
反
し
心
理
學
は
内
親
睦
見
地
に
立
つ
が
放
に
、
其
の
心
的
因
果
律

　
　
　
　
遜
理
學
乏
客
槻
約
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
囁
　
　
　
　
　
盛
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哲
學
研
究
　
第
二
＋
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
八
二

は
直
観
的
具
膣
的
と
孜
ら
ね
ば
な
ら
盟
。

　
心
的
過
程
の
考
察
に
於
て
は
、
そ
の
過
程
は
常
に
憂
化
的
の
も
の
と
見
る
菟
、
其
の
過
程
の
素
質

b
巳
品
Φ
を
考
察
す
る
に
至
る
と
、
あ
る
不
急
化
的
な
實
膣
的
根
祇
を
想
定
す
る
様
に
な
る
。
　
ウ
オ

〃
フ
の
能
力
心
理
説
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
観
念
力
學
翼
竜
亦
か
㌧
る
傾
向
を
示
し
て
居
る
。
け
れ
ど

二
葉
の
現
實
活
動
性
よ
ゑ
出
登
す
る
も
の
は
、
心
的
素
質
勺
昌
。
五
器
冨
買
掛
巳
曽
◎
Q
Φ
二
野
の
者
も
流
動
的

愛
化
的
な
る
も
の
と
考
へ
ね
ば
な
ら
諏
。
換
言
せ
ば
乙
の
心
的
素
質
も
新
し
き
心
的
原
因
の
作

用
に
よ
ウ
て
絶
え
ず
鍵
化
す
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
澱
と
、
ヴ
ン
ト
は
云
っ
て
居
る
。
ヴ
ン
ト

が
精
帥
現
象
の
實
禮
読
を
排
し
て
現
部
活
動
性
を
高
潮
し
な
が
ら
、
猶
民
が
心
的
．
素
質
を
認
む
る

織
に
於
て
、
氏
は
實
膿
設
に
陥
る
竜
の
と
批
難
せ
ら
れ
て
居
る
が
之
れ
は
忽
然
ヴ
ン
ト
の
甘
受
し

漱
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
批
難
で
あ
ら
う
。
　
余
は
こ
の
ヴ
ン
ト
の
心
的
素
質
の
概
念
竜
心
的
過
程
の
概

念
か
ら
除
き
だ
い
様
に
思
ふ
。
心
理
的
の
脛
．
験
内
容
を
概
念
的
に
整
理
す
る
際
に
自
然
科
學
的

観
察
法
を
心
理
學
に
誤
用
し
て
は
な
ら
諏
。
こ
の
誤
用
が
特
に
心
理
學
的
實
膿
概
念
を
作
る
際

に
行
は
れ
て
居
る
。
即
ち
そ
れ
は
物
質
的
實
膿
概
念
を
心
的
領
域
に
輸
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。

上
に
も
述
べ
だ
、
様
に
、
心
的
過
程
の
輩
な
る
分
類
か
ら
得
π
る
類
概
念
を
、
直
に
精
紳
の
原
始
的
の

七
三
な
る
と
な
す
能
力
心
理
學
は
其
の
鳳
例
で
あ
る
。
グ
ラ
レ
3
に
よ
参
て
二
二
せ
ら
れ
π
る

、

蒔



Bgs

観
念
・
憐
情
・
努
力
の
三
性
質
を
、
能
力
心
理
學
は
始
ど
三
士
に
用
ひ
た
。
そ
し
て
此
等
の
心
的
過
程

は
互
に
濁
立
に
存
，
在
せ
る
も
の
と
な
し
た
鮎
は
．
實
膣
の
學
説
と
密
接
に
結
合
し
℃
居
る
。
そ
し

て
昂
れ
が
早
立
的
の
竜
の
と
な
る
と
．
之
か
ら
他
の
遇
程
を
誘
出
せ
ん
と
試
み
る
は
、
自
然
の
勢
で

あ
る
。
而
し
て
主
智
的
心
理
學
は
之
を
徹
底
的
に
遽
怪
し
π
。
從
っ
て
其
の
結
果
は
●
實
際
の
心

的
経
験
と
は
全
く
飛
び
離
れ
π
る
概
念
の
世
界
を
建
設
し
禿
。
自
然
科
學
は
ζ
の
進
み
方
で
宜

／
い
の
で
あ
ら
う
が
、
心
理
學
の
任
務
は
之
で
は
あ
る
ま
い
。
槍
然
科
學
の
目
的
は
客
観
的
實
在
を

・
矛
盾
潅
き
概
念
に
て
溝
成
す
れ
ば
、
逮
せ
ち
る
＼
の
で
あ
ら
3
が
い
心
理
學
の
目
的
は
内
的
知
畳
に

、
直
接
．
に
與
へ
ら
れ
事
實
を
分
析
し
或
は
結
合
し
、
そ
し
て
若
し
可
能
な
ら
ば
、
心
的
因
果
を
螢
見
せ

ん
と
欲
す
る
の
で
あ
ら
5
。
故
に
若
し
心
理
學
に
主
勝
勢
心
理
學
が
爲
し
尤
如
き
演
繹
法
を
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

ひ
る
な
ら
ば
、
心
的
膿
験
の
重
要
な
る
部
分
は
歴
馴
せ
ら
れ
或
は
實
際
の
心
的
過
程
と
は
異
る
想

定
上
の
假
定
を
作
る
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。

　
精
紳
を
現
寸
的
な
る
も
の
之
見
る
見
地
に
於
て
は
、
吾
人
に
直
接
に
輿
へ
ら
れ
だ
る
實
在
は
三

皇
過
程
で
み
互
物
的
世
界
の
概
念
は
思
惟
の
産
物
で
あ
る
。
精
紳
過
程
は
そ
れ
が
あ
る
が
如
く

直
接
に
存
在
し
て
居
る
。
　
そ
し
て
こ
の
精
淋
懸
程
は
そ
れ
自
身
で
一
の
統
一
あ
る
も
の
で
あ
う
．

そ
れ
自
身
で
存
立
し
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、
他
の
者
に
依
っ
て
存
し
て
居
る
竜
の
で
は
な
い
と

　
　
　
　
心
理
學
と
客
槻
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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哲
墨
丁
研
究
　
窮
搾
二
十
八
號
　
　
　
　
　

覧
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
八
噺
回

ヴ
ン
ト
は
云
つ
「
て
居
る
。
　
西
田
博
士
は
こ
の
事
實
を
次
の
如
く
端
白
に
言
ひ
現
は
さ
れ
て
居
る
。

意
識
現
象
に
於
て
は
統
一
作
用
の
外
に
統
一
者
が
あ
る
の
で
は
な
い
、
働
き
の
外
に
働
く
も
の
が

あ
る
の
で
は
な
い
働
く
も
の
な
き
働
き
で
あ
る
、
働
き
が
働
き
淺
身
を
維
持
す
る
の
で
あ
る
。
働

（一

｣
頁
）
。
フ
ッ
ず
τ
ル
竜
亦
π
心
の
特
徴
を
論
じ
て
云
ふ
に
は
．
心
的
範
園
に
於
て
は
、
現
象
と
有

と
の
問
に
何
等
の
差
別
も
無
い
曾
Φ
げ
Φ
昌
O
客
①
話
。
ぼ
Φ
衛
N
鼠
ω
心
隔
卑
の
。
総
量
善
σ
q
自
負
砿
Φ
貯
働
（
三
一
二
頁
）

と
云
ひ
、
叉
心
的
の
竜
の
俵
去
聾
す
る
現
象
で
あ
っ
て
、
何
等
の
不
菱
的
な
る
有
で
な
く
、
叉
其
の
ま

ま
直
に
自
然
全
盤
的
の
草
昧
で
客
観
的
に
規
定
し
得
ら
る
、
有
を
保
持
し
な
い
こ
と
を
、
次
の
如

《
に
書
ひ
表
は
し
て
居
る
。
「
顛
β
団
ω
網
。
竃
ω
。
｝
H
Φ
m
・
Φ
M
b
憂
世
離
。
琶
。
鐸
谷
。
ミ
塔
貫
嵩
諸
Φ
｝
、
タ
㊦
・
α
ぴ
Φ
’
鴫
口
耳
岬
Φ
甘

石
Φ
号
Φ
β
幽
Φ
・
α
嵐
Φ
口
詩
ω
。
犀
Φ
・
。
の
Φ
凶
5
』
魯
・
。
塑
圃
の
ψ
。
一
。
一
、
Φ
・
慶
曇
霞
自
盛
ω
ψ
Φ
昌
ω
◎
一
H
曽
窪
。
び
Φ
口
憩
昌
昌
。
三
⑦
尊
く
び
①
・
，
ひ
凶
毒
ぴ
騨
尾
愚
曜
①
瀬

タ
μ
器
。
び
喜
薯
選
ぎ
・
首
囚
§
喝
。
鐸
翼
・
詳
言
ゆ
零
墨
窪
⑦
島
巨
・
》
・
・
昌
・
・
旬
g
《
・
②
（
三
＝
一
頁
）
。
叉

心
的
の
も
の
は
他
に
支
持
者
を
要
せ
な
い
こ
と
を
『
心
的
の
も
の
は
反
省
に
よ
っ
て
蹄
観
し
π

至
宝
で
あ
る
、
そ
し
て
自
分
自
身
に
よ
っ
て
良
分
自
身
と
し
て
現
は
れ
、
繕
．
野
の
流
れ
と
．
し
て
現
は

れ
る
云
々
』
（
霧
冨
貯
》
自
国
Φ
9
猷
《
無
益
貯
無
自
国
Φ
b
Φ
惹
8
Φ
甥
。
げ
重
富
ω
国
国
⑦
ぴ
巳
。
・
植
①
謎
。
げ
Φ
剛
暮
毘
。
。
。
。
Φ
罷
馨
魁
謹
。
冒

の執

B
｝
冒
溜
①
霧
の
£
拶
①
幽
p
Φ
鷹
忠
・
慶
。
騨
づ
酔
。
口
穿
の
訟
：
…
画
（
三
一
二
⊥
二
一
三
頁
）
。
と
説
い
て
居
る
。

ジ
心
理
．
現
象
の
流
れ
る
の
を
内
灘
遮
視
る
煮
ら
催
、
現
象
拡
現
象
へ
と
漸
次
に
移
つ
え
行
っ
て
映

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
し
で
現
象
以
外
の
も
、
の
．
に
行
か
な
い
q
其
の
現
象
の
現
は
れ
る
も
外
界
の
勅
戟
が
ら
現
は
れ
る

　
の
で
は
な
く
℃
、
む
し
ろ
鑑
定
か
ら
幽
露
の
現
は
れ
る
に
似
て
居
る
。
叉
其
の
溝
隠
去
る
の
竜
過

　
去
の
中
に
暗
黒
の
内
に
沈
ん
で
行
く
。
吾
人
は
、
そ
れ
・
が
何
れ
か
ら
植
立
何
れ
に
去
る
か
を
明
に

　
捕
べ
る
之
と
が
出
自
な
い
．
そ
れ
を
明
に
捕
へ
た
と
思
っ
π
時
は
、
巳
に
心
で
は
な
く
物
を
或
は

　
自
然
を
捕
へ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
．
．
斯
の
如
き
絶
勢
の
流
れ
に
抽
象
的
思
惟
を
加
へ
て
、
あ
る
見
地
の
下
に
其
の
流
れ
を
部
分
に
分

　
ち
、
そ
の
各
を
威
畳
・
槻
念
・
鳳
情
・
意
志
等
と
名
づ
け
る
が
、
こ
れ
・
は
簡
捷
象
曲
思
考
の
結
果
で
あ
ε
。

　
心
的
過
程
其
の
者
は
依
然
と
し
て
統
一
的
心
的
禮
瞼
と
し
て
あ
る
が
嚢
、
に
存
立
し
て
居
る
の

　
で
あ
る
α
故
に
若
し
こ
の
實
在
的
鰹
駿
か
協
其
の
一
露
分
す
ら
除
去
せ
ん
と
努
む
る
時
は
、
全
膿

　
沁
め
破
砕
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
◎
然
る
に
稽
齢
す
れ
ば
、
人
は
客
観
的
自
然
観
察
の
見
地
と
主

　
観
附
精
解
観
察
の
見
地
と
を
虚
語
し
。
精
紳
の
現
實
活
動
性
を
看
過
す
の
で
あ
ε
。
自
然
の
観
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
に
激
て
は
、
吾
人
は
全
心
的
膿
験
か
ら
観
念
の
封
象
を
分
離
し
、
こ
の
主
恩
は
心
的
膿
験
と
は
登
然

　
言
立
の
者
と
考
へ
る
g
之
は
自
然
観
察
の
方
向
に
於
て
は
面
隠
で
あ
る
ゆ
所
が
人
は
乙
の
魏
念

　
の
言
忌
の
客
観
的
意
義
を
、
昏
乱
と
し
て
の
観
念
の
上
に
移
t
℃
、
観
念
其
の
者
騰
他
の
心
的
過
程

脇
・
と
濁
立
に
存
在
せ
る
、
或
は
他
の
心
的
内
容
と
分
離
詣
る
こ
と
の
出
訴
る
複
合
髄
で
あ
る
と
考
へ

　
　
　
　
　
心
理
學
と
容
二
槻
酌
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

噛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
ぬ



　
　
　
　
　
翠
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六

韻
．
違
ひ
を
な
す
に
至
る
の
で
あ
る
。
か
、
る
筆
法
で
以
て
、
他
の
心
的
過
程
を
観
念
か
ら
分
離
し
、
更

　
に
相
互
の
分
離
に
凌
で
導
く
の
で
あ
る
。
観
念
力
學
詮
が
不
墾
不
滅
と
断
定
し
だ
観
念
も
、
其
の

　
實
際
に
於
い
て
は
流
動
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
唯
比
較
的
に
他
の
心
的
過
程
よ
り
も
少
し
く
固
定

　
性
が
強
い
の
み
で
あ
る
。
從
っ
て
明
晰
な
る
観
念
も
直
に
溝
滅
し
、
叉
現
出
せ
る
問
に
於
て
も
．
そ

　
の
質
は
他
の
心
的
要
素
と
の
關
係
に
於
て
、
各
瞬
間
毎
に
憂
化
し
つ
＼
あ
る
の
で
あ
る
。
唯
観
愈

　
が
客
観
性
を
有
す
る
様
に
思
は
る
＼
の
は
、
本
宿
各
心
的
膿
血
に
は
あ
る
二
種
の
方
衝
が
あ
る
か

　
ら
で
あ
る
（
甘
幽
Φ
ω
駆
）
δ
三
。
・
。
｝
6
図
鰐
ぽ
び
三
器
Φ
貯
畠
。
℃
℃
藻
Φ
o
農
¢
ぎ
｝
】
豊
島
（
二
六
四
頁
）
。
帥
ち
そ
の
一
方
は
心

　
的
内
容
の
客
観
化
の
方
面
で
あ
っ
て
、
観
念
が
之
に
慮
じ
、
観
念
は
観
念
の
野
墓
と
甥
着
す
る
。
他

　
の
一
．
、
方
は
幕
議
化
の
方
面
で
あ
っ
て
、
威
情
が
之
に
鷹
ず
る
。
現
實
の
心
的
過
程
に
あ
ム
て
は
、
常

　
に
こ
の
誌
面
が
存
し
て
居
う
、
從
っ
て
観
念
を
離
れ
た
域
情
意
志
適
な
け
れ
ば
観
念
は
鳳
情
を
離

　
れ
て
濁
立
に
存
す
る
乙
と
も
出
來
な
い
。
そ
し
て
此
等
は
常
に
融
合
し
て
統
一
を
保
っ
て
居
る
。

　
而
し
て
乙
の
全
融
合
を
一
の
統
一
的
概
念
に
固
定
せ
ん
と
欲
す
る
こ
と
は
、
撞
む
べ
か
ら
ざ
る
心

　
理
學
的
要
求
な
う
と
断
じ
て
、
ヴ
ン
ト
は
ラ
イ
ブ
昌
ッ
ヅ
哲
學
の
統
畳
の
概
念
を
借
ウ
來
っ
て
其

　
の
統
一
の
基
礎
と
し
て
居
る
働
（
　
六
六
頁
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
古
代
よ
ク
今
日
に
至
る
嚢
で
心
理
學
が
、
唯
物
予
選
學
閉
門
自
然
科
學
よ
ウ
受
け
π
る
不
純
駒
，
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要
素
を
、
精
紳
の
概
念
か
ら
綺
麗
に
溌
ひ
去
っ
て
翼
の
糟
…
紳
帥
ち
純
粋
な
る
糟
…
紳
と
し
て
見
る
と
、

最
初
の
所
與
は
、
既
に
フ
ィ
ヒ
テ
の
観
破
し
た
如
く
純
粋
の
事
行
で
あ
る
。
心
理
學
は
こ
の
事
行

を
思
考
の
上
で
固
定
し
て
研
究
の
甥
象
と
な
し
、
そ
の
封
蝋
を
あ
る
が
ま
＼
に
理
解
せ
ん
と
し
、
こ

の
際
に
あ
ら
ゆ
る
實
膿
的
概
念
を
排
除
し
、
精
紳
現
象
は
己
れ
自
ら
に
て
實
在
し
常
に
動
的
状
態

に
あ
る
も
の
と
し
て
之
れ
を
理
解
せ
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
る
。
心
理
學
は
事
行
を
思
考
の
上
で

固
定
し
て
研
究
の
野
象
と
な
す
竜
、
肖
れ
が
だ
め
に
其
の
野
土
の
性
質
を
固
定
的
な
る
も
の
と
見

る
の
で
は
な
い
。
そ
の
本
質
は
元
來
事
行
で
あ
る
か
ら
、
流
，
動
的
で
あ
る
。
從
っ
て
精
紳
現
象
は

糟
紳
過
程
で
あ
る
。
過
程
と
は
己
れ
自
ら
の
力
に
て
働
く
現
實
の
活
動
（
b
客
量
を
意
味
す
る
。

精
紳
現
象
を
精
紳
過
程
帥
ち
現
乱
せ
る
活
動
歌
態
と
解
し
其
の
背
後
に
何
等
の
支
持
者
を
許
さ

・
な
い
な
ら
ば
、
精
紳
な
る
語
も
途
に
大
な
る
意
昧
を
持
ち
得
獄
い
筈
で
あ
る
。
從
っ
て
ヴ
ン
ト
は

精
瀞
の
概
念
を
肺
胞
的
統
一
の
意
義
に
討
ひ
ず
、
論
理
的
統
一
の
意
義
に
解
し
て
居
る
。
帥
ち
あ

ら
ゆ
る
外
的
経
験
の
主
禮
が
物
質
な
る
と
等
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
内
的
輕
験
の
粒
界
が
帥
ち
精
帥
で

あ
る
。
心
理
學
は
す
べ
て
の
観
念
活
動
・
威
情
活
動
・
意
志
活
動
を
内
的
馬
験
其
の
者
の
實
在
と
し

て
會
得
す
る
（
象
①
娼
身
畠
○
δ
σ
Q
δ
罠
Φ
ω
＜
o
話
邑
δ
3
肉
夢
ぽ
鐸
舞
耐
寒
。
菌
謬
巴
孤
岳
Φ
直
間
匡
§
一
通
蓉
鋤
Φ
ω
貯
ロ
Φ
冨
u

閏
巴
Φ
び
Φ
u
ω
給
ま
。
。
田
島
夢
診
¢
）
働
（
二
四
七
）
。
率
然
科
學
は
認
識
主
観
か
ら
離
れ
て
濁
立
に
考
へ
ら
れ
π
客

　
　
　
心
理
畢
と
客
魏
臨
的
方
法
　
，
　
　
　
　
　
“
　
　
　
，
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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暫
學
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研
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究
．
．
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第
一
『
十
八
壁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
入

観
…
世
界
の
矛
盾
な
き
説
明
を
成
し
曲
げ
る
た
め
に
畑
谷
的
現
象
か
ら
推
定
し
得
だ
る
實
禮
を
考

ベ
ビ
の
實
膿
の
恒
常
性
を
借
り
る
の
で
あ
る
が
、
心
理
學
は
之
に
反
し
・
経
験
に
與
へ
ら
れ
疫
心
的

禮
験
を
説
明
す
．
る
に
、
心
的
南
面
特
有
の
悪
童
よ
う
何
等
他
の
者
を
要
せ
な
い
と
ヴ
ン
ト
は
論
定

し
て
居
る
。
余
は
上
來
心
理
學
の
野
壷
の
如
何
な
る
竜
の
な
る
か
を
歴
更
的
に
考
察
し
だ
。
両

こ
の
心
理
學
の
封
象
を
明
な
ら
し
む
る
締
め
に
．
自
然
科
學
の
聡
象
と
如
何
に
異
る
か
に
り
き
考

へ
て
見
π
い
。
各
種
の
幽
幽
の
境
界
を
明
に
す
る
こ
と
は
、
認
識
論
の
貴
き
職
分
で
あ
ら
う
、
從
っ

て
之
の
雨
立
面
の
塵
事
の
相
蓮
に
就
き
て
竜
、
認
識
論
の
深
刻
な
る
考
察
に
示
敏
を
仰
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
舷
k
は
前
の
動
く
に
定
め
た
心
理
學
の
野
南
と
一
般
に
考
へ
ち
れ
て
居
る
自
然

科
學
の
封
象
と
を
比
較
し
重
見
る
。
此
の
問
題
に
つ
き
て
も
ヴ
ン
下
の
見
解
の
（
三
四
〇
一
三
五

〇
頁
）
に
同
意
し
、
氏
の
見
解
の
基
礎
．
の
上
に
考
察
を
進
め
て
行
く
。
　
“

余
は
今
余
の
前
に
在
る
松
樹
を
知
畳
し
た
と
す
る
。
こ
の
燈
験
に
何
等
の
反
省
叉
は
二
次
的
な

る
概
念
的
誌
面
を
爲
さ
ず
輿
へ
ら
れ
た
る
或
は
生
起
し
π
る
原
始
的
な
直
接
脛
験
に
つ
き
て
見

る
と
、
乙
の
石
畳
に
興
へ
ら
れ
た
松
樹
の
観
念
の
甥
象
が
一
，
定
の
二
品
に
あ
る
者
と
し
て
現
は
れ

る
。
乙
の
知
畳
せ
ら
れ
禿
松
樹
の
観
念
の
封
象
は
、
や
が
て
心
的
と
竜
物
的
と
竜
言
う
得
る
も
の

で
あ
る
。
植
物
學
者
は
こ
の
個
禮
的
松
樹
に
於
て
一
般
的
な
る
松
．
樹
を
見
て
、
其
の
特
徴
を
研
究
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し
物
理
學
者
は
こ
の
松
樹
を
圃
縁
と
し
て
其
の
背
後
に
富
み
居
る
翼
の
物
理
學
的
樹
象
を
研
究

す
る
。
從
っ
て
自
然
科
學
者
に
画
し
て
は
松
樹
の
威
畳
叉
は
観
念
は
、
ヴ
ン
玉
の
云
ふ
如
く
自
然

科
學
的
勘
象
の
附
下
国
Φ
琶
6
口
に
過
ぎ
な
い
、
所
が
心
理
學
者
に
具
し
て
は
こ
の
松
樹
の
観
念
の
封

象
が
翼
の
實
在
と
な
っ
て
現
れ
、
こ
れ
が
や
が
て
心
理
學
的
勢
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
央
故
に
原

始
的
直
接
経
駿
に
於
け
る
観
念
…
封
急
く
。
諺
8
閏
§
σ
Q
。
・
。
び
蟻
Φ
客
は
心
理
學
的
の
も
の
で
も
な
け
れ
、
ば
、
薗

然
科
二
言
の
者
で
も
な
い
、
古
し
で
其
の
何
れ
に
竜
な
う
得
惹
竜
の
で
あ
惹
と
、
ザ
ン
ト
菟
云
っ
て

居
る
（
⑳
（
三
四
三
三
）
α
．
　
．
　
　
・
　
・
　
：
．
　
　
　
・
　
　
．
：
　
’
．
ご
・
こ
，

』
然
ら
ば
乙
の
原
始
的
経
験
の
観
念
の
封
象
O
農
Φ
霧
銭
鼠
曾
が
、
如
何
に
し
て
自
然
血
肥
の
野
象

と
菰
互
或
は
心
理
學
の
野
象
に
な
る
で
あ
ら
か
。
原
始
的
経
験
に
於
け
る
観
念
甥
象
ば
、
表
象
す

る
自
我
即
客
観
に
封
立
す
る
主
観
の
存
立
を
要
せ
ず
し
て
成
立
し
得
る
竜
め
で
あ
る
。
所
が
こ

の
実
需
的
直
接
臨
誓
言
が
抽
象
附
問
接
的
方
向
に
一
歩
を
進
珍
る
と
、
観
念
封
象
か
ら
主
観
が
分

裂
す
6
。
．
槻
念
勢
象
か
ら
主
観
が
匿
刎
せ
ら
る
＼
と
同
時
に
観
念
、
勢
象
は
客
観
的
野
象
○
ぴ
冨
8

と
し
て
．
會
得
せ
ら
れ
、
主
観
と
全
然
狽
志
せ
る
混
在
と
し
て
主
観
に
封
立
し
て
務
れ
る
。
松
樹
の

知
畳
の
例
を
今
一
度
引
く
と
、
松
樹
が
経
験
の
最
初
に
現
れ
だ
時
は
、
如
何
な
る
規
完
竜
受
け
な
い

締
次
る
嵩
置
で
あ
る
が
暫
時
に
し
て
、
こ
の
樹
は
何
の
樹
だ
ら
，
と
思
考
式
起
ば
、
直
に
主
観
か
ら

　
　
　
　
心
理
雛
と
答
魏
的
方
法
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
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哲
學
研
究
　
第
二
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
〇

離
れ
だ
客
観
的
封
象
と
鍵
化
す
る
。
こ
の
客
観
的
野
象
其
の
者
を
主
観
か
ら
分
離
し
、
主
観
と
無

爵
係
に
考
察
す
る
と
、
鼓
に
自
然
科
學
の
問
題
が
成
立
す
る
。
ナ
ト
ル
プ
が
自
然
科
學
は
客
観
化

の
方
面
で
あ
る
と
云
ふ
の
戦
こ
の
自
然
科
學
の
野
象
の
成
立
す
る
際
の
方
向
’
か
ら
云
っ
た
の
で

あ
る
’
と
解
す
る
こ
と
も
出
血
よ
う
。
之
に
反
し
心
理
學
の
野
象
は
こ
の
自
然
扁
虫
と
は
全
然
反

甥
の
方
向
に
進
ん
で
初
め
て
成
立
す
る
。
．
即
ち
原
始
的
観
念
…
封
蝋
を
主
観
の
面
喰
内
容
と
し
て

會
得
す
る
と
、
こ
れ
が
心
理
學
の
野
象
と
な
る
。
　
フ
ブ
ず
「
ル
が
汐
衛
2
男
魯
Φ
滋
。
β
①
謎
。
｝
多
β
沖
＄
穿
δ
冨
溢

と
云
．
ム
の
も
こ
の
意
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
知
昼
内
容
が
如
何
な
る
竜
の
で
あ
る
か
叉
そ
れ
、

が
他
の
知
畳
内
容
と
如
何
な
る
開
基
が
あ
る
か
、
此
等
が
心
理
學
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
，
観

念
封
象
其
の
者
を
最
も
三
論
的
直
接
的
な
る
竜
の
と
す
れ
ば
、
心
理
學
的
野
象
は
之
に
漏
し
抽
象

的
間
接
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
織
に
於
て
は
自
然
二
二
・
心
理
學
の
武
勇
象
は
同
一
の
關
係
で

あ
る
け
れ
ど
も
、
存
し
同
じ
く
抽
象
的
問
接
的
で
あ
る
と
は
云
へ
、
前
者
は
客
観
の
方
に
進
み
、
後
者

は
主
観
と
結
合
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
學
者
が
心
理
學
を
主
観
化
の
方
向
の
學
と
云
つ

π
の
竜
、
恐
く
心
理
學
的
封
象
の
成
立
の
方
向
か
ら
暴
け
た
の
で
あ
ら
う
。
　
心
理
學
の
封
象
が
圭

観
の
知
畳
内
容
π
る
鮎
に
於
て
、
心
理
學
の
饗
象
が
主
観
的
な
も
の
で
あ
う
、
叉
直
接
的
な
竜
の
と

な
る
の
で
あ
る
。
ヴ
ン
ト
は
心
理
學
を
直
接
経
験
の
學
と
云
っ
て
居
る
が
、
併
し
ヴ
ン
ト
竜
こ
の

’
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直
接
経
験
を
圭
槻
・
客
観
の
分
立
し
な
い
前
の
原
始
的
な
純
粋
経
験
を
意
罪
し
て
居
る
の
で
は
な

い
。
こ
の
原
始
的
脛
験
を
圭
甥
客
観
の
封
蝋
後
に
於
て
圭
観
と
關
凝
せ
し
め
た
を
の
経
験
を
意

味
し
て
居
る
の
で
、
一
種
の
間
接
経
験
で
あ
る
㎝
へ
三
四
四
頁
）
。
け
れ
ど
自
然
科
學
の
封
象
π
る
所

謂
間
接
経
験
と
画
写
す
れ
ば
、
遙
か
に
純
粋
経
験
の
、
方
向
に
接
近
し
て
居
る
か
ら
、
之
を
自
然
科
學

の
経
験
と
匿
別
す
る
だ
め
に
、
絶
鍬
的
な
ら
ざ
る
比
較
臨
の
意
に
於
て
直
接
輕
験
と
云
つ
π
竜
の

と
解
す
る
、
の
が
ヴ
ン
ト
の
認
識
論
と
一
致
す
る
様
に
思
ふ
。
元
來
心
理
的
封
象
竜
、
自
然
…
科
學
的

封
象
も
本
來
異
る
経
験
内
容
で
は
な
い
、
脛
駿
は
無
二
唯
一
で
あ
る
。
自
然
科
挙
・
心
理
學
は
そ
の

唯
一
の
脛
瞼
を
異
る
見
地
か
ら
眺
め
π
の
で
あ
る
。
異
る
見
、
地
に
思
し
て
、
異
る
甥
象
が
現
る
、

の
で
あ
る
。
故
に
異
る
見
地
に
立
つ
た
後
で
は
、
其
の
研
究
の
甥
象
も
異
る
と
云
ひ
得
る
。
而
し

野
象
が
異
る
と
竜
…
封
象
の
依
つ
．
て
生
じ
π
る
輕
駿
は
同
一
で
あ
る
。
心
理
學
は
乙
の
唯
憎
の
経

験
を
二
次
的
主
観
と
關
係
さ
し
て
観
察
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
夫
故
に
ヴ
ン
ト
は
心
理
學
の
任

務
を
次
砂
如
く
に
言
ひ
現
は
し
て
居
る
。
邑
σ
・
・
鼠
。
筈
Φ
量
；
Φ
。
・
Φ
幽
富
呼
量
Φ
量
鴇
号
9
σ
・
貯

凶
ぼ
母
琶
鼻
藝
鎚
自
重
。
げ
曇
艮
・
三
年
・
Φ
壽
碧
・
曾
d
喜
・
ぬ
Φ
建
§
α
・
導
ぎ
罫
書
犀
孤
露
豊
強
冨
Φ

国
謬
馨
Φ
げ
毒
㈹
。
，
芝
Φ
置
①
葺
釦
Φ
影
望
ど
Φ
簿
N
主
旨
窪
b
銭
α
。
警
¢
働
（
三
四
七
頁
）
。

　
ヴ
ン
塾
が
自
然
科
學
に
言
立
す
べ
き
精
紳
科
學
を
建
設
せ
ん
と
し
其
の
精
瀞
科
學
の
墓
碑
と

　
　
　
　
心
理
墨
と
客
槻
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
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哲
・
・
學
・
研
、
究
・
策
二
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

し
で
の
心
理
學
を
樹
立
ぜ
ん
浴
た
め
に
、
心
理
學
的
概
念
に
混
入
ぜ
陰
樹
無
哲
學
・
自
然
科
學
の
概

念
を
除
去
す
る
こ
と
に
＋
全
の
カ
を
蓋
し
．
進
ん
、
で
心
的
現
實
活
動
の
原
理
⇔
器
津
ぎ
な
量

ぜ
昌
。
ぼ
9
包
b
o
貯
巴
岸
簿
酵
を
完
成
し
で
心
的
な
る
も
の
と
物
的
な
，
み
も
の
と
h
の
U
観
察
法
．
の
異
る
織
、
を

．
陽
に
し
、
鼓
，
に
は
述
べ
な
か
っ
た
が
氏
は
吏
に
進
ん
で
物
的
因
果
と
心
．
的
因
、
泉
，
な
る
も
の
，
＼
猫
立

性
を
確
實
に
し
、
心
理
現
象
に
心
前
堂
果
の
存
套
多
く
の
異
論
あ
動
ど
歩
6
1
塵
）
を
高
潮
し
た
の
は
、

實
に
心
．
理
學
，
の
た
あ
に
萬
丈
の
氣
を
吐
き
填
る
も
の
で
あ
っ
℃
、
ヴ
シ
駈
ば
み
る
意
廉
に
於
て
眞

の
音
味
の
心
理
學
の
建
設
者
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
特
に
心
的
現
實
活
動
の
原
理
は
」
其
の
起

源
を
求
む
れ
ば
既
に
プ
ラ
ト
「
、
ア
リ
ス
ト
ア
阜
ル
に
逆
か
上
ウ
得
る
で
あ
ら
5
が
、
か
く
の
如
く

朋
晰
に
詳
細
に
論
定
し
π
の
は
、
心
理
懸
銭
上
に
於
け
る
ヴ
ン
ト
の
一
大
功
績
で
あ
る
心
・
余
ば
精

、
騨
過
程
を
．
し
の
心
的
現
實
活
動
の
原
理
の
上
に
成
立
せ
る
竜
の
と
せ
る
、
げ
ン
藁
の
見
解
に
全
然

薄
野
で
あ
る
．
而
し
て
こ
の
手
首
過
程
に
は
物
的
因
果
と
全
然
或
は
溌
分
其
趣
き
を
異
に
せ
δ

み
6
種
の
心
，
醇
因
果
の
存
在
せ
る
こ
と
を
も
信
ず
る
も
の
で
あ
る
？
其
の
、
翠
煙
の
性
質
が
統
制

．
療
臨
理
で
あ
る
か
或
は
構
成
的
原
理
で
あ
る
か
は
、
輔
導
に
跨
ぐ
追
究
す
る
の
要
は
無
い
。
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